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1.はじめに

１-１　混気ジェットシステムの特徴

高圧水ブラストの良さ　を　生かし欠点を克服

　　　

・1台の装置でブラスト作業（目粗し）と洗浄作業が可能

・粉塵が出ない⇒作業環境の改善／屋外作業が可能

・戻り錆びが出ない

・水量及びメディア（研掃材）量が少量⇒産廃量の低減

・従来の水ブラストに比較して低圧⇒操作容易

平成22年10月PSPC用

　　　　開発完了

H18年度　　　　F　S

H19～20年度　　 基礎研究

H21～22年10月　実用化研究
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１-２　混気ジェッットの洗浄原理
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１－３　ＰＳＰＣ用混気ジェット実用機　系統図１－３　ＰＳＰＣ用混気ジェット実用機　系統図
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１-３　ＰＳＰＣ用混気ジェット　実用機　外観
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処理前

処理後

1-4　混気ジェットによるPSPC下地処理結果

健全ショッププライマ ヒューム 突合溶接ビード 三差部溶接ビード

高圧水洗浄 混気ジェットブラスト
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２．修繕船用混気ジェットシステムの開発

新造船ＰＳＰＣと修繕船外板処理の違い

　　　　　　塗膜が厚い

　　　　　　短時間で処理（短ドック期間）　

　　　　　　　　

目標　　ドライブラスト並の作業性

　　　　　空気圧：　７．０kg/㎡以下

　　　　メディア量、　水圧、ノズル径、

　　　　ノズル長さ　を変化し最適値

剥離性能

エア圧力

エア量

メディア量

メディアサイズ

メディアの種類水量

水圧

剥離性能

エア圧力エア圧力

エア量エア量

メディア量メディア量

メディアサイズメディアサイズ

メディアの種類メディアの種類水量水量

水圧水圧

２－１　開発目標
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２-２　開発スケジュール
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２－３　第１回予備試験　(平成２２年９月）

サイズ：４００ｍｍ□　膜厚2000μ

水圧　35MPa　空気圧６kg/㎡　メディア　3000g/min.

塗膜剥離能力　 0.058h/㎡

解撤船外板の塗装剥離現状能力の把握その１



12

２－４　第２回予備試験　 (平成２２年１０月）　

生きたエポキシ樹脂塗膜剥離試験現状能力の把握その２

ＮＯＶＡ２０００　４００μ 混気ジェットによる
剥離後

結果
１．ノズル長さの最適値が得られた

２．装置の圧損改善の必要性
ドライブラストによる
剥離作業

３．同一条件でドライの性能も把握
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２－５　第3回予備試験　(平成２２年１１月）

　装置改善後のエポキシ塗膜（NOVA2000　450μ）剥離能力把握　

剥離試験用モデル 剥離後のモデル

結果

１．圧力損失改造効果が確認された

２．メディア量は5２00g/min.でドライと同等の剥離性能

　　　　　　　　0.06h/㎡
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修繕用に改造後の装置の機能

エア圧　0.65MPa
メディア供給量　max3000gー＞6000g

ドライブラスト並みの作業性

開発検討課題

目粗し用ノズル：35～75MPa

メディア供給　　1000～3000g/分

開発検討課題

剥離用ノズル：75～１00MPa

　　　　　　　　　口径up（エア量up）

　　　　　　　　　メディア供給量up

　　　　　　　　　加速管

メディア供給　2000～6000g/分

新造用混気ジェット 修繕船用混気ジェット

G
O

A
L

開発に当たっての検討課題
●水圧（75 or 100MPa）の選択
●加速管最適長さ選定

開発に当たっての検討課題
●メディア量の最小化

新造船モード 修繕船モードモ
ー
ド
切
替

目標

　目粗し35MPa
　ヒューム洗浄　75MPa

目標

　修繕船剥離　75から100MPa
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2-6　修繕用混気ジェットシステム能力確認　　

１）塗膜剥離性能系統試験実施　　　(平成２３年３月）

変化させたパラメータ　　　合計１２ケース

　　　水圧　　　　　　 （７５，１００MPa）

　　　メディア吐出量（３，４，６kg/分)

　　　ノズル径 （１１mm、14mm）

２）結果

　①14mm径が剥離能力は高い

　②塗膜厚の影響が剥離能力には大きい

③膜厚340μ、75MPa、14mm径、メディア3.3kg/分にて

　　剥離能力　0.069　h/㎡　　水圧　７５MPaに決定
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３．実船適用による確認

適用船：作業台船　喫水線上　　70㎡　平均膜厚370μ

　　　　　　　　　　　　 喫水線下　105㎡　平均膜厚350μ

３．１　実船適用　平成23年4月20日
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船尾側　１１ｍｍノズル

船首側　１４ｍｍノズル

外板塗膜剥離グレード　　ブラスト4割　スイープ6割　
水圧　１００MPa　　　　　　　空気圧　　0.62MPa　

メディア量　　６ｋｇ／min
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作業完了後

　　　　平均能率　０．０２５　h/㎡（１ノズル当り）

　　　　メディア　　　平均使用量　　７．５kg/㎡

改善点：メディアタンクの容量増　→　混気ジェットMarkⅠ
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３．２　一般公開　平成23年7月6日
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外板前面　作業 船底　　　　作業

塩分濃度計測

作業前　71.1mg/㎡ 作業後　31.7mg/㎡

　　　　平均能率　０．０１５h/㎡（１ノズル当り）

　　　　メディア　　　平均使用量　　４．２kg/㎡
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４－１　塗膜剥離性能

４．混気ジェット性能評価
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4-2　メディア使用量
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OCTAVE BAND SOUND PRESSURE LEVEL
KONKI JET 7.5

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

32 63 125 250 500 1000 2000 4000 8000
(HZ)

dB(A)
No.1
103dB(A)

No.2
83dB(A)

No.3
83dB(A)

No.4
86dB(A)

No.5
90dB(A)

４－３　騒音計測　　　　平成23年7月5日　

NO.1　ノズルから10ｍ　　NO.２　ノズルから10ｍ　遮蔽板有り
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空気消費量 　　　　　2× ７Nm3/min
空気使用圧力 　　　　 　0.6～0.7MPa
吐出水量／圧力 　　　　　ビード目粗し時 2× 　4Ｌ/min/35MPa
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヒューム除去時 2×　20L/min/75MPa
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塗装剥離時　　　2×　 ４L/min/75MPa
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水洗時　　　　　　2× 20L/min/  8MPa
使用ポンプ WOMA社製 プランジャポンプ　2台

メディアタンク(別置き） 　　　　タンク容量363L（500kgカッパースラグ）×2基
　　
メディア使用量 　　　　2× ２000～６000g/min（5段セレクトスイッチで可変）
ノズル　　　　　　　　　　　目粗し 　ノズル （１１ｍｍΦ）
　　　　　　　　　　　　　　　塗膜剥離ノズル（１４ｍｍΦ）+300ミリメートル加速管
ホース長さ 目粗しノズル　　 最大48m（8m＋20m＋20m）

ヒューム除去ノズル 最大60m（30m＋30m）
水洗ノズル　　　　　 　 最大60m（30m＋30m）

電　源 　　　　　　φ3　200V A.C. 62kw
混気ジェット装置寸法 2800L×1300W×2000H　　　 約3.0トン
ブラストタンク　　 寸法 2300Ｌ×1100W×2190H　 　 約1.1トン

４－４．混気ジェット　Mark Ⅰ　仕様
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ブラストタンク(別置型）
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塗膜剥離ノズル

ブラストノズル
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5-１　混気ジェットによる下地処理写真集の出版

５．ＰＳＰＣ　関連
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（財団法人）日本塗料検査協会（ＪＰＩＡ）に於ける試験完了

　MSC．２１５（８２）ANNEX1 認証試験

・

５－２　ＰＳＰＣ適合性試験
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ＳＯＣ（試験成績書）　平成23年6月1日
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６．今後の予定

１．混気ジェット　MarkⅠプロトタイプ　製造

　　　　　　改善点の折込

２．メディア供給体制整備

３．国内中小造工メンバーを中心に　　 　　
　　混気ジェット・PSPC技術サポート

４．国外への発表




